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計画の策定にあたって 

 

三沢市では、2018 年度（平成 30 年度）に、まちづくりの基本理念である

「未来へつなぐ　心安らぐ　国際文化都市」の実現に向け、202７年度（令和９

年度）までを計画期間として「第二次三沢市総合振興計画」を策定し、子育て支

援や教育環境の充実など、市政全般に係る政策及び施策を実施しております。 

この期間、国内外では先行き不透明な時代に目指すべき教育の在り方について

の議論が相次ぎ、「人生 100 年時代の社会人基礎力」（経済産業省）や「学び

の羅針盤 2030」（経済協力開発機構）等において、これからの時代に求められ

る資質・能力が示されました。 

このような背景を踏まえ、三沢市教育委員会では、「世界と向き合いＭＩＳＡ

ＷＡの未来を担う人づくり」の基本理念の下、これからの時代にふさわしい資

質・能力を「持続可能な社会をけん引する力」「一人一人が豊かで幸せな人生を

営む力」とし、当市が目指す人物像を「挑戦：夢に挑む人」「共生：共につなが

る人」「創造：新しい世界をつくる人」と定め、その実現に向け、教育振興基本

計画を策定しました。 

本計画は、２１世紀半ばを見据え、当市が目指す教育の羅針盤となるものであ

り、市民の皆様、教職員の皆様と力を合わせ、各施策を着実に実行し、検証・改

善しながら歩みを進めてまいります。 

結びに、この計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言を頂きました市民の

皆様をはじめ、有識者や教育関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 

　　　　 

 

 

令和７年 3 月 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三沢市教育委員会　 
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計画の概要 

 

 

 

 

 

第二次三沢市総合振興計画 

基本理念　未来へつなぐ　心安らぐ 

国際文化都市 

政策８　みんなが学べるまちをつくる 

【維持】 

・教育施設　・教育相談　・スポーツ 

・生涯学習 

【挑戦】 

・グローバル人材　・文化財　・英語教育 

・教育力

【　国　】 

教育振興基本計画 

 

【青森県】 

教育施策の大綱

参　酌

三沢市教育振興基本計画【三沢市教育大綱】　　　

基本理念

政 策 目 標 ９　

重 点 施 策 　 ２ 3　 

アクションプラン　

基 本 方 針 ４　

目指す 

人物像 

整　合
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■　位置付け 

本計画は、三沢市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画（教育

基本法第１７条第２項）とするとともに、本市の教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策の大綱（地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３）と

して位置付けるものです。 

本計画の策定にあたっては、国の「第４期教育振興基本計画」及び「青森県教育

施策の大綱」を参酌し、本市の上位計画である「第二次三沢市総合振興基本計画」

と整合を図りながら、これを補完・充実させるとともに、関連する各種計画との連

係を図ります。 

また、本計画の目標や施策の根本となる方針が「三沢市教育大綱」に該当すると

位置付けることができることから、当該計画をもって大綱に代えるものであります。 

 

■　計画期間 

 

 

 

 

２０２５年度（令和７年度）から２０２９年度（令和11 年度）までの５年間とします。 

 

 

 

 2 0 1 8

年 度

2 0 1 9 

年 度

2 0 2 0 

年 度

2 0 2 1 

年 度

2 0 2 2 

年 度

2 0 2 3 

年 度

2 0 2 4 

年 度

2 0 2 5 

年 度

2 0 2 6 

年 度

2 0 2 7 

年 度

2 0 2 8 

年 度

2 0 2 9 

年 度

 平 成 
30 年度

令 和 
元 年 度

令 和 
2 年 度

令 和 
3 年 度

令 和 
4 年 度

令 和 
5 年 度

令 和 
6 年 度

令 和 
7 年 度

令 和 
8 年 度

令 和 
9 年 度

令 和 
10 年度

令 和 
11年度

 第二次三沢市総合振興計画【基本構想】

 第二次三沢市総合振興計画前期基本計画 第二次三沢市総合振興計画後期基本計画

 三沢市教育振興基本計画 三沢市教育振興基本計画（三沢市教育大綱）

 三沢市教育大綱
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■　第二次三沢市総合振興計画に基づく施策の実施 

本計画は、第二次三沢市総合振興計画に掲げる基本理念「未来へつなぐ 心安らぐ 国

際文化都市」の下、教育分野における目指すべき姿と進むべき方向性、今後取り組むべ

き施策・事業を定めています。 

また、その進捗状況を「事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」を通じて把握し、

ＰＤＣＡサイクルによる適切な事業管理を行うとともに、社会の変化に応じ、事業の見

直しや新たな事業の創出など、適切な改善を図りながら各種施策を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLAN　計画

DO　実行

CHECK　点検

SDGs とは　 

Sustainable (持続可能な)　Development（開発）　Goals（目標）の略称です。 

ACTION　改善 
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三沢市教育施策の方針 

 

三沢市教育委員会は、「世界と向き合いＭＩＳＡＷＡの未来

を担う人づくり」の基本理念の下、グローバル化、超スマート

社会の到来と、予測困難で変化の激しい社会を、世界の人々と

の関わりを基盤に生き抜く人物像を掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑戦　 “夢に挑む人” 

 

共生　 “共につながる人” 

 

創造　 “新しい世界をつくる人”

目指す人物像 

３つの
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教育振興基本計画体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 

 

Ⅰ　持続可能な 

社会を創るた 

めの教育の充実  

 

Ⅱ　学びを支え 

る環境の整備 

・充実

Ⅲ　学校を核と 

した地域づく 

りと社会教育 

の推進

Ⅳ　人 が 輝 く 

「 ふ る さ と 

MISAWA」 

づくり

政策目標 
１　知・徳・体の調和の 

とれた「未来を拓く力」 
の育成

２　共に 学ぶ こと が 

楽しい学校づくり

３　安心・安全な教育 

環境づくり　

４　質の高い支援体制 

づくり　

５　いつでも、どこでも、 
誰でも学べる機会の提供

６　ふるさとの文化継承と 
地域発信ができる文化活 
動の推進　

７　グローバル社会で生き 
るコミュニケーション能 
力の育成

８　未来を創る生き方教育 
の推進

９　国史跡指定の実現

重点施策 
(１)　確かな学力・豊かな人間性・健康な体の 

育成 
(２)　児童生徒の主体的な学びを支える教員の 

指導力向上

(３)　自己肯定感を育てる教育相談の充実 
(４)　地域と共に歩む学校の構築 
(５)　共生社会の実現に向けた支援

(６)　快適な教育環境の整備 
(７)　新しい時代の学びを支えるＩＣＴ環境の 

整備 
(８)　教職員の健康の保持・増進 
(９)　学校給食の充実

(10)　教育力向上のための人的支援 
(11)　学習機会の確保 
(12)　中学校部活動の地域展開の推進

(13)　学校・家庭・地域コミュニティの連携・ 
協働 

(14)　生涯学習の充実 
(15)　社会教育施設の活用

(16)　歴史・文化の価値や魅力に対する理解と 
活用 

(17)　伝統芸能・技術の継承 
(18)　文化・芸能活動の振興

(19)　英語によるコミュニケーション能力の育成 
(20)　異なった文化や習慣をもつ人々との交流

(21)　「ふるさとＭＩＳＡＷＡ」を創る人の育成 
(22)　「習慣は第二の天性」の推進

(23)　文化財の保護・保存と公開・活用

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
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アクションプラン 
 

主な事業と取組は、今後の社会情勢等の状況に応じて変更する場合があります。 

 基本方針

 政策目標

 重点施策

 主な事業と取組

 

Ⅰ

１
(１)

①　学力・知能検査事業　　②　教科研究指定校事業　　③　市教育振興会連携事業 
④　学校保健会連携事業（健康教育発表会等）　　　　　⑤　児童生徒の健康診断の実施 
⑥　フッ素洗口事業　　⑦　食育の推進

 (２) ①　学校訪問事業　　②　教員研修　　③　学校教育指導の方針と重点の作成・配付

 

２ 

(３)
①　心の教室相談員配置事業　　②　教育相談センター設置事業　　③　適応指導教室設置事業 
④　SSW 派遣事業

 (４)
①　学校運営協議会　　②　中学校部活動指導員派遣事業　　③　いじめ防止対策審議会 
④　豊かな心を育てる生徒指導研究協議会連携事業　　⑤　幼・保・認・小かけ橋事業

 (５)
①　教育支援委員会事業　　②　中学校における訪問型通級事業　　③　幼稚園等訪問事業 
④　医療的ケア児包括支援事業　　⑤　要・準要保護学用品費等援助費　⑥　特別支援教育就学奨励費

 

Ⅱ

３

(６) ①　学校施設の整備　　②　校務ＤＸの推進

 (７) ①　ＩＣＴ環境の充実　　②　１人１台端末の活用　　

 (８)
①　過重労働による健康障害防止のための健康管理体制　　②　労働安全衛生管理体制 
③　教職員の健康診断（歯科健診含む）の実施

 (９) ①　地元産食材の活用の推進　　②　郷土料理・世界の料理の提供

 

４

(10) ①　学校教育支援員配置事業　　②　学校司書派遣事業

 (11) ①　奨学金制度の充実

 (12) ①　中学校部活動地域展開連絡協議会　　②　地域展開受け入れ体制の整備

 

Ⅲ

５

(13) ①　地域学校協働本部事業　　②　家庭教育学級運営事業

 (14) ①　社会教育活動推進補助　　②　公民館事業　　③　読書活動推進事業

 (15) ①　公会堂、公民館、図書館、団体活動センター、大空ひろばの適正管理

 

６  

(16) ①　歴史民俗資料館運営事業　　②　公会堂事業

 (17) ①　民俗芸能保存会連絡協議会補助　　②　発表の機会の充実　　③　民俗芸能アーカイブ事業

 (18)
①　文化協会補助　　②　文化活動派遣費補助 
③　文化賞等及び少年少女文化賞等表彰

 

Ⅳ

７
(19)

①　外国語指導助手派遣事業　　②　英語指導助手派遣事業 
③　中学生イングリッシュキャンプ事業　　④　英語推進委員会事業 
⑤　小学生ジュニアイングリッシュデイ事業　　⑥　英語活動科授業研究委託事業 
⑦　実用英語技能検定委託事業　　⑧　英語活動科・英語授業の高度化

 (20) ①　外国人講師派遣事業　　②　日米交流学習事業

 

８
(21)

①　児童生徒啓発事業(ゆめチャレ・中学生派遣事業)　　②　新聞配備事業 
③　キャリア教育支援事業　　④　ふるさと MISAWA 創造事業

 (22)
①　眠育の推進　　②　小中９年間を通した性教育 
③　読書ミラクル９事業

 ９(23) ①　文化財保存活用事業　　②　遺跡発掘調査事業
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政策目標ごとの重点施策及び指標 

 

 

 

政策目標 

１　知・徳・体の調和のとれた「未来を拓く力」の育成 

社会が大きく変化し予測が困難な時代においても、こどもたちが主

体的に学び続け、自ら未来を拓く力の育成を目指します。 

このために、よりよい授業づくりに向けた教員の高い意識の下、こ

どもたちが主体的に学び、確かな学力を身に付けられるようにします。

また、豊かな心と健やかな体を育み、個性が輝く教育の充実に努めま

す。 

重点施策 

（１）確かな学力・豊かな人間性・健康な体の育成 

（２）児童生徒の主体的な学びを支える教員の指導力向上 

 

 

※ 全国比…全国を 100 とした場合の三沢市の比率 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 
●　全国学力・学習状況調査における正答率（全国比※） 

　［小学校６年　中学校３年］

・小学校　１０６ 
・中学校　１０３　　　

※R1～R５の平均値

・小学校　１０８ 
・中学校　１０５

 
●　スポーツテストの平均値（全国比※）

・小学校　　８５ 
・中学校　　９８

・小学校　１００ 
・中学校　１００

 ●　健康で過ごすために、学校で学んだことなどを普段の生活

に役立てていると感じている児童生徒の割合(％)

・小学校　　８４.２ 
・中学校　　８３.４

・小学校　　９０ 
・中学校　　９０

 ●　学校が分かりやすい授業に努めていると感じている保護者

の割合（％）
８３．８ ８５

　基本方針　 

　　  Ⅰ　持続可能な社会を創るための教育の充実
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政策目標 

　２　共に学ぶことが楽しい学校づくり 

失敗や挫折があっても決してあきらめることなく、こどもたちが自

分の夢に向かってチャレンジし、互いに多様性を認め合いながら、共

に学ぶことが楽しい学校づくりを目指します。 

このために、人との関わりの中で、こどもたちが自己肯定感を高め

られるようにするとともに、一人一人の教育的ニーズに応えられるよ

う地域と学校が連携し、こどもたちを支える体制を構築します。また、

幼児教育の質的向上及び異校種間の円滑な接続と、連携の強化を図り

ます。 

重点施策 

（３）自己肯定感を育てる教育相談の充実 

（４）地域と共に歩む学校の構築 

（５）共生社会の実現に向けた支援 

 

※ 全国比…全国を 100 とした場合の三沢市の比率  

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 
●　自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合（％）

・小学校　８１．8 
・中学校　８４．5

・小学校　９０ 
・中学校　９０

 ●　困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで

も相談できると感じている児童生徒の割合(％)

・小学校　６９．8 
・中学校　７１．6

・小学校　９０ 
・中学校　９０

 ●　不登校児童生徒数の出現率（全国比※） 
　（注）出現率：不登校になる児童生徒の割合

・小学校　５２ 
・中学校　６８

・全国比１００以下

 ●　学校がいじめ防止や不登校対策に努めていると感じている

保護者の割合（％）
８３.０ ８５
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政策目標 

３　安心・安全な教育環境づくり 

新しい時代の学びの実現に向けて、安心・安全な教育環境づくりを目

指します。 

このために、ＩＣＴを効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学

びの一体的な充実を図るとともに、教育環境の向上と老朽化対策の一体

的な学校施設の整備等を計画的に実施していきます。また、学校給食に

おいて地場産物を積極的に使用し、食に関する指導の「生きた教材」と

して効果的に活用していきます。 

 

重点施策 

（６）快適な教育環境の整備 

（７）新しい時代の学びを支えるＩＣＴ環境の整備 

（８）教職員の健康の保持・増進 

（９）学校給食の充実 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 ●　学校教育施設の改修進捗率（％） 

（注）改修進捗率：事業実施数/事業計画数
１００ １００

 ●　学校の授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を週３

回以上使用したと答えた児童生徒の割合（％）　　　　

・小学校　６６．３ 
・中学校　７７．0

・小学校　９０ 
・中学校　９０

 ●　学校・家庭・地域の連携と協働が充実していると感じて

いる保護者の割合（％）　　　　

・小学校　８８．0 
・中学校　８８．3

・小学校　９０ 
・中学校　９０

 ●　地元産食材の使用率（％） 

（注）使用率：重量ベース
１２．８ １５

　基本方針　 

　　  Ⅱ　学びを支える環境の整備・充実
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政策目標 

４　質の高い支援体制づくり 

こどもたちの豊かな学びや夢の実現のため、きめ細かで質の高い支　

援体制づくりを目指します。 

このために、学校教育支援員や学校司書等の人的配置、奨学金制度等

の経済的支援などを充実させます。また、学校における働き方改革を推

し進める上でも、中学校の部活動の他にもこどもたちが活動できる環境

を構築すべく、市長部局との連携を図りながら、地域と一体となった活

動を推進します。 

 

重点施策 

(10) 教育力向上のための人的支援 

(11) 学習機会の確保 

(12) 中学校部活動の地域展開の推進 

 

 

 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 
●　学校教育支援員の配置人数（人） ６１ ６５

 
●　給付型奨学金給付者数（人） ５ ２０

 
●　地域クラブ等で活動する中学生の割合（％） 約４.０ ２０
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政策目標　 

５　いつでも、どこでも、誰でも学べる機会の提供 

学校を核とする地域づくり及び地域全体で誰もが学べる体制づくり

を目指します。 

このために、学校運営協議会と地域学校協働活動を一体的に推進する

とともに、公民館、図書館等の社会教育施設をはじめ、さまざまな場所

で、誰もが生涯にわたり学べるよう、ニーズに合った講座の実施と施設

の有効活用を図ります。 

 

 

重点施策 

(13) 学校・家庭・地域コミュニティの連携・協働 

(14) 生涯学習の充実 

(15) 社会教育施設の活用 

 

 

 
 

政策目標に対する主な指標
基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 ●　学校運営協議会と地域学校協働活動を一体的に推進する学

校の割合（％）
１００ １００

 ●　公民館、図書館の利用者で満足と答えた人の割合（％） ４９.２ ６０

　基本方針　 

　　  Ⅲ　学校を核とした地域づくりと社会教育の推進
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政策目標　 

６　ふるさとの文化継承と地域発信ができる文化活動の推進 

時代を超えて受け継がれてきた伝統文化の継承と地域発信ができる

文化活動を推進するとともに、これらの理解と郷土愛の醸成を目指しま

す。 

このために、芸術面においては、充実した芸術活動を行える環境づく

りや、既存施設の有効活用を進めるなど、市民が気軽に芸術に触れる機会

を提供します。また、地域の歴史や伝統文化について積極的に紹介し、

市民参加型の事業を展開します。 

 

重点施策 

(16) 歴史・文化の価値や魅力に対する理解と活用 

(17) 伝統芸能・技術の継承 

(18) 文化・芸能活動の振興 

 

 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 ●　文化財、伝統芸能の公開、講座等の開催件数（件） ４ １０

 ●　公会堂の利用回数（回） ２，６７９ ３，０００



14 

 

 

 

 

 

政策目標　 

７　グローバル社会で生きるコミュニケーション能力の育成 

こどもたちが将来にわたり、グローバル社会でたくましく活躍できる

よう、英語によるコミュニケーション能力の育成を目指します。 

このために、小学校では１年生からネイティブな英語に触れる機会を

多く設定し、英語への学習意欲を高めます。中学校においては、さらに

授業の高度化を図り、将来に生きる英語力が身に付けられるようにしま

す。また、異文化理解のための国際交流活動の充実にも努めます。 

 

 

重点施策 

(19) 英語によるコミュニケーション能力の育成 

(20) 異なった文化や習慣をもつ人々との交流 

 

 
※ 全国比…全国を 100 とした場合の三沢市の比率 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 ●　中学校卒業時における実用英語検定３級以上取得率（％） ４７.６ ７０

 ●　学力検査における英語の正答率（全国比※）　　　　　　　　　　　　

［小学校５・６年　　中学校１・２年］

・小学校　１０９ 

・中学校　１０１

・小学校　１１０ 

・中学校　１１０

 ●　学校がコミュニケーション能力が高まるような英語教育に

努めていると感じている保護者の割合（％）
７８.０ ８５

　基本方針　 

　　  Ⅳ　人が輝く「ふるさとＭＩＳＡＷＡ」づくり
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政策目標　 

８　未来を創る生き方教育の推進 

こどもたちが、「ふるさと MＩＳＡＷＡ」を愛し、誇りに思うととも

に、将来、主体的に社会形成に参画し、自分らしく輝ける生き方教育の　

充実を目指します。 

このために、地域や企業・団体等の多くの人材がこどもの学びや成長

に関わり、自然・社会・文化・芸術分野において、より高度な体験プロ

グラムを提供するなど、こどもたちの未来への関心や意欲を喚起する活

動に努めます。　 

 

重点施策 

(21) 「ふるさとＭＩＳＡＷＡ」を創る人の育成 

(22) 「習慣は第二の天性＊」の推進 
＊習慣は第二の天性：　身に付いた習慣は生まれつきのように深く身に付いていると

いう意味で、古代ギリシアの哲人ディオゲネスの言葉と言われ
ています。 

 

 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 
●　将来の夢や目標をもっていると感じている児童生徒の割合（％）

・小学校　８４.２ 

・中学校　７４.７

・小学校　９０ 

・中学校　８０

 ●　学校が将来の生き方を意識した夢を育む教育に努めていると感

じている保護者の割合（％）
８０.０ ８５

 ●　学校がこどものよりよい習慣づくりに努めていると感じている

保護者の割合（％）
８７.６ ９０
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政策目標　 

９　国史跡指定の実現 

地域の先人たちによって長きにわたり守られてきた遺跡を、適切に後世

へと受け継ぐことを目指します。 

このために、県内最古の貝塚が発見された早稲田（１）貝塚・野口貝塚

については、出土品等の整理作業と発掘調査の成果を収めた総括報告書を

刊行し、国史跡の指定を実現させます。また、国史跡指定後の両貝塚の活

用については、文化的価値を損なうことなく、市民に三沢市の歴史を周知、

浸透させることを目的として、見学会、シンポジウム、体験会等を実施し

ます。 

 

重点施策 

(23) 文化財の保護・保存と公開・活用 

 

 

 
政策目標に対する主な指標

基準値　　　　

（2023 年度）

目標値 
（2029 年度）

 
●　国史跡指定件数（件） ０ １



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三沢市教育委員会 
            〒０３３－８６６６ 青森県三沢市桜町１丁目１番３８号 

            電 話  ０１７６－５３－５１１１ 

            ＦＡＸ  ０１７６－５２－３９６３ 

            E-mail  msw_kyouiku@misawashi.aomori.jp 
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